
令和 3年度  事 業 報 告 書

令和 3年 4月 1日 から令和 4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 ミャンマー ファミリー・クリニックと菜園の会

1 事業の成果

平成 24年 6月 特定非営利活動法人 として設立されたこの会は 「ミャンマーの無医村に、医療・菜園を

じ保健衛生・栄養などを学ぶ機会を提供 し、彼 ら自身が生活環境の課題を解決し、命を育む未来を描ける社

の実現をサポー トする」ことを目標に活動している。ミャンマーにおいて選定 した活動地エーヤワディ管

ミャウンミャタウンシップの 12の村で平成 27年 1月 から巡回診療を開始 した。その活動は昨年度から

生指導に主軸を移 し、15の村へ拡大している。またその一方、モデル村 (ト ーイ村)お よび他の村

(ダボチ ョン村など)の発展に寄与するため、その村のユースチームなど若者 とミャンマーのNPOミ ッタ

ファンデーションと連携 し有機野菜栽培のコミュニティガーデンの構築を開始 している。保健衛生指導

ま令和 3年 4月 1日 から令和 4年 3月 31日 までに 25回、延べ 559人の受診者を得、病人の搬送はなかっ

前年度に比 し、保健衛生指導の回数 と受診者数が減少 している。その理由として、平成最後の年の 12

末に中国の武漢で発生 したコロナ感染症の世界的な波及のダメージが大きい。 ミャンマーでの感染拡大

ま令和 3年 6月
｀
8月 がピークになり、その波及で、活動が 8月 9月 に一時静上の状況に陥った。 さらに令

3年 2月 1日 にミャンマーで勃発 し、現在も続いている国軍によるクーデターの活動への影響は計 り知

ない。この 2つの理由が ミャンマー国内での NGOの活動を妨げている。コロナ感染前は 25団体が活動 し

いたが、現在は rCGを含め 2～3団体のみが継続活動 している。特に、コロナ感染に関し、rCGが活動

している村 レベルでは、感染に関しての正確な情報の収集が不可能である。原因として、村の住民の人た

ちは、携帯電話を持参 している人は殆 どいない。また、電気もない環境なため、メディアのテ レビなども

っていない。そのため、情報収集の方法 としてはごく限られた情報や噂に頼ることになる。令和 3年 2

1日 のクーデター後、セキュリティを慎重に考慮 し、活動再開は 12村で開始、現在は 15村で行ってい

る。しかし、国軍の駐屯基地の近くにある村では現在も活動を再開できていない。ヘルス トークの内容

は、当初、コロナ感染の予防に特化し、6つのするべき予防策と3つのしてはいけない予防策を村々の住

に伝えていた。最近は、熱中症やデング熱など村の背景によリフレキシブルに対応をしている。また、

の住民の殆どは、感染の影響で、農作業もできなくなり、収入は激減した。さらに、輸入・輸出の停止

により、経済の活性が起こらず、失業率が増加 した。そのため、日々の暮 らしが成 り立たなくなり泥棒や

盗事件が発生し始めた。MFCGはそれらの事実を受け止め、2つの新規プロジェクトを立ち上げた。①食

支援プロジェクト②持続可能な生活プロジェクトだ。どちらも、保健衛生の要素を組み入れて村を3つ

つ選定し、行うことにした。①の中ではダボチョン村の若者との連携と地元ミャウンミャユースチーム

との連携でダボチョンユースチームが 12月 に立ち上がった。実際に彼らと協働しダボチョン村全 83世帯

に食料支援 (お米・油・豆・乾燥魚など)を 3回行った。今後はこのチームを主軸に :『∝ の活動を行 う予

にしている。最終的に、このダボチ ョン村で②の持続可能な生活プロジェク ト (保健衛生の知識・有機

菜栽培・村の開発・チームビルディングの 4つ)に移行 していく予定である。その他、順CG初の取 り組

で、ミャンマー人歯科医師チームをミャウンミャに招請 し、歯科検診 と歯科治療を トーイ村 とミョウハ

で行い、合計 213名 の住民がその恩恵を受けることができた。順CGの ミッションである住民の自立 (自

)を啓蒙する一貫として、育成 した各村での地域保健推進員 (Cr)も MFCGのメンバーの一員 として彼 ら

自身が保健衛生の大切 さを住民に広めている。彼 らは自分たちで村ごとに日標を掲げ、それを達成するに

はどうすればよいか
'な ど毎月、必ず ミーティングを行い、改善策を練 り、実践につなげている。菜園に

関 して、16の村の うちモデルケースとなる トーイ村においてコミュニティガーデンを構築 し、昨年は



000円 ほどの黒字に転 じた。 しかし、今年は作物が うまく育たず赤字に転 じている。 日本ではコロナ感

|の影響により毎年開催 していた無料康相談会は延期 とした。企画 していたミャンマー料理を作る会など

ャンマーと日本 との親睦会などもすべて延期 とした。その反面、新たな試みとし、Ю側 によるイベン ト

催を行った。このように状況が不安定な中でも、活動は継続 して行われてお り、令和 3年度の全資金の

%を活動費に活用した。

事業の実施に関する事項
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1.専門家と連携 した有機
作物栽培の講習と実践

定例会 (コ ミ

ュニテ ィガ

―デ ン ミー

ティング・そ

の他)

ミャンマー

エーヤワデ
ャ
タ

プ

ミ

ヤ

ツ

区
ミ
シ

替ロ
ン
ン

主 に トーイ
村 とダボチ
ョン村

イ
ウ
ウ

3～6人 6人 2643

同 上 同上 3～6人 6人 2603E)生活向上をめざ

す人々が作る生産

物の普及または紹

介を通じた雇用創

出事業

作物栽培の講習 と実

1 Fヨ との した

(2)そ の他の事業

事業名 事 業 内 容 施
時

実

日

施
所

実
場

従事者
の人数

事業費の

金額
(千円)



13

1 受取会費

28

令和3年度 活動計算書

令和 3年   4月 1日 から  令和 4年   3月 31日 まで

特定非営利活動法人 ミャンマー ファミリー・クリニックと菜園の会

(単位 :円 )

(正会員)

(賛助会員)

(法人会員)

2
付寄一タ一ポサ一

――
ンス

費
費
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ン
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会
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取
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取

受
受
受
寄
受

取受

受取寄付金
現地寄付金
特定寄附金

4 その他収益
受取利息
受取イベン ト会費
その他

経常収益計

Ⅱ 経常費用
1 事業費

(1)人件費
役員報酬
臨時雇賃金
法定福利費
福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

旅費交通費
通信運搬費
交際費
減価償却費
賃借料
特定支出
保険料
修繕費
水道光熱費
車両費
消耗品費
租税公課
支払手数料
諸会費
会議費
研修費
雑費

その他経費計
事業費計

2 管理費
(1)人件費

給与手当
人件費計
(2)そ の他経費

旅費交通費
通信運搬費
賃借料
保険料
水道光熱費
消耗品費
租税公課
運賃
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０
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令和3年度 活動計算書

令和 3年  4月 1日 から  令和 4年   3月 31日 まで

特定非営利活動法人 ミャンマー ファミリー・クリニックと菜園の会

単 :円 )

科
日

Ｈ 金 額

33,000
1,003,221

27,200
1,381

500
53,677

993,372
800

3,307,160
16,701,940
12,317,887

12,317,887
0

12,317,887
16,227,330
28.545.217

広告写停罫

署讐雪
叡¬

薫履冒
書負

鷺番差損
傍尻他経費計

管理費計経書鎌甦増減額

‖
:L骨亀肯[|.味

整粟聾量窺

言]]][言ξ警奮
一

3,250,910



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和3年度 貸借対照表

令和 4年  3月 31日 現在

特定非営利活動法人ミャンマー ファミリー・クリニックと菜園の会

(単位 :円 )

科
日

［ 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

未収入金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

車両運搬具

固 定 資 産 合 計

3 投資その他の資産

ヽ続可能なオーガニックガーデン構築基金特定贅産 (ゆ うちょ銀行)

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計

資  産  合  計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

未払費用

預 り金

流 動 負 債 合 計

負 債 △ 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

20,699,065

1,675,910

22,374,975

29,170,913

795,938

795,938

6,000,000

6,000,000

249,802

233,245

142,649

625,696

625,696

16,227,330

12,317,887

28,545,217

29,170,913
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l 重要な会計方針

計算書類のr成は.NPO法人会計基準(2010年 7月 20口 2011年 11月 20日 一部改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

(1)固 定資産の減価償却の方法
軍両運搬具の減価償却は定率法によぅています _

(2)消 費種等の会計処理
消費税等の会計処理は.税込方式によつています。

●式第16,(=第28条関係)

全租笙団菫」豊壺奎の注記

2.事業別損益の状況

= 固定書産の増減内訳

'日
獅首取得価額 取 得 減 少 期 末 取 得 価 誦 減● 償却黎計濁

・形
55Л 5,車 (Ю

響ま
875 795.988

795.988

5 役員およびその近親れ の取引内容

役員およびその近親者との取引内容は以下の通りです。

,日 計 ,吾 顆 に計

上され た0額
内鴛員及び近
見型 の取弓|

28.762.542

28.7(2.512

5_その他特定非営利活動法人の資産 .負債及び工味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

(単位 _円 )

ヽ 日 国際協力事業 医療事 実 防災事業 共同生産事業 雇用創出 事業部門計 管理部門 合 計

l経常増減の部
(1)経常収益
受取会■

受取会★(正会員)

,政会■(■助会負)

受取会■ ← 生会員 )

受取会,(法人会員〉

受 取会 費 計

受 取 寄 付金

受取マンスリーサポーター寄付

受取寄付金

ユ地寄付金

特定守付全

受 取 寄 付全 計

事 業 収 益

国際協力事業収益

事業収益計
その他収益

受取利思

受政イベント会費

その他

その1直収益計
経常収益 :|

(2)経常費用

事業費

(1)人 件 費

役員報酬

給料手当

臨時雇賃金

法定福利厚生費

福利厚生賣

人 件酪 |

(,そ の他経費
旅費交う,
通信運搬■

文陳曼

減価口却■

■僣将

特定支出

R険将

修嗜贅

水道光熟女

車両費

消耗品贅

a屁公誅

広

`宣
伝贅

支払手収科

話会費

会議,
寄附金

新聞国書費

研修中

為替差損

雑費

その麟 賣計

屋常費用合計

当効こ常増減額

0

353.012

28.762.542

13.261

58.000

0

28.712.542

43.909 19.71

O

60.628 63.628

6.084.452

339.574

198.984

2.800

957

517.398

198.984

2,800

1].715

?.52]

3.612 0

198.985

209

865.584

795.937

11.200

26.]77

30.880

0

76.055

224.700

500

876.546

795.93,

235.900

853.335

500

3.250910 10617488

3.502.25, 4.645.572 2.643.035

事業費と管理賽の按分方法
事業費と管理費に■通する経費のうち.役員報酬.法定福利■、賃借料、支払手数料については従事割合に基づき技分しています.

: 1

受取寄付全

書計

未収入金



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和3年度 財産目録

令和 4年  3月 31日 現在

特定非営利活動法人 ミャンマー ファミリー・クリニックと菜園の会

(単位 :円 )

科
口
Ｈ 金 額

資産の部

1 流動資産

現金預金

手元現金

ミャンマー現金

ミャンマー預金

日本現金

三菱UFJ銀 行普通預金

ゆうちょ銀行総合口座

ゆうちょ銀行振替日座

未収入金

その他

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

車両運搬具

固 定 資 産 合 計

3 投資その他の資産

持続可能なオーガニックガーデン情葉基金特定資産 (ゆ うち を颯● )

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

いテイクフォー

未払費用

社会保険料

その他

預 り金

源泉所得税

その他

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

なし

固 定 負 債 合 計

負  債  合 計

産味正 財

4,385,365

315,081

13,290

1,484,629

1,117,376

13,383,324

1,675,910

795,938

22,374,975

795,938

29,170,913

6,000,000

6,000,000

249,802

229,558

3,687

86,850

55,799

625,696

625,696

28,545,217



書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和3年度 年間役員名簿

令和3年 4月 1日 から令和4年3月 31日 まで

特定非営利活動法人

ミャンマー ファミリー・クリニックと菜園の会

役  名 氏    名 就任期間 報酬を受けた

期  間

代表理事 名知 仁子
令和3年 4月 1日

～令和 4年 3月 31

日

令和2年4月 1日

～令和 3年 3月 31

日

副理事 酒井 太郎
令和3年 4月 1日

～令和 4年 3月 31

日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 倉持 茂通
令和3年 4月 1日

～令和 4年 3月 31

日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 栗原 知也
令和3年4月 1日

～令和 4年 3月 31

日

年 月 日

年 月 日

理事 長谷川 響子
令和3年 4月 1日

～令和 4年 3月 31

日

年 月 日

年 月 日

理事 日比野 佳奈
令和3年4月 1日

～令和 4年 3月 31

日

年 月 日

年1 月 日

監事 小川 亮
令和3年4月 1日

～令和4年 3月 31

年 月 日

年 月 日

年 月 日

奪二 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年1 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日



書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

令和4年3月 31日 現在

特定非営利活動法人)

ミャンマー ファミリー・クリニックと菜園の会

氏   名

1

名知 仁子

2

衝漁 員人

3

落合 篤子

(服部 篤子 )

4

村 光弘

5

栗原 知也

6

久留宮 隆

7

日比野 佳奈

8

和澤 功

9

小丸 佳憲

10

大場 晴一


